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荘
子
の
遊
ぶ
身
体

-
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
意
味
-

一
　
は
じ
め
に

グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
ダ
の
者
た
ち
の
言
説
に
溢
れ
た
『
荘
子
』

徳
充
符
蔦
を
、
福
永
光
司
氏
は
、
次
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
い
た
。

徳
充
符
蔦
に
お
い
て
世
俗
の
人
間
の
形
骸
に
対
す
る
執
着

を
打
破
し
真
の
徳
と
は
形
象
を
超
え
た
高
き
内
面
性
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
…
…
荘
子
に
お
い
て
、
道
を
体

得
す
る
と
は
、
人
間
が
世
俗
的
な
価
値
観
、
相
対
的
な
偏

見
を
越
え
て
、
自
己
の
内
に
絶
対
自
由
な
世
界
を
も
つ
と

い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
か
ら
、
徳
の
充
ち
た
人
間
に

ふ
さ
わ
し
い
形
象
と
は
、
実
は
形
象
に
と
ら
わ
れ
ぬ
こ
と
、

形
象
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
荘
子
は

こ
の
間
の
消
息
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
世
俗
の
人
々

が
最
も
醜
い
と
す
る
も
の
…
…
を
取
り
あ
げ
て
彼
ら
に
道

を
語
ら
せ
る
。
そ
し
て
グ
ロ
テ
ス
ク
な
…
…
人
間
た
ち
に

道
を
語
ら
せ
る
荘
子
は
、
形
に
と
ら
わ
れ
、
外
な
る
も
の

に
し
が
み
つ
く
世
俗
の
人
間
の
悲
し
い
愚
か
さ
を
峡
笑
し

(
1
)

て
い
る
。

橋
　
本
　
敬
　
司

礼
を
思
想
の
中
核
と
し
た
孔
子
の
形
象
性
に
対
す
る
内
面
的
徳
の

高
揚
と
い
う
氏
の
解
釈
は
、
荘
子
が
反
孔
子
の
立
場
に
あ
る
こ
と

を
読
み
解
い
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
孔
子
を
登
場
さ
せ
て
荘

子
の
思
想
を
語
ら
せ
る
な
ど
、
シ
ニ
カ
ル
で
反
孔
子
的
で
あ
る
。

ま
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
語
り
部
た
ち
は
、
世
俗
に
し
が
み
つ
く
人

間
た
ち
の
愚
か
さ
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
り
、
形
骸
で
は
な
い
内
面

的
徳
に
目
を
向
け
さ
せ
る
仕
掛
け
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
形
に
囚
わ
れ
な
い
内
面
の
重
要
性
を
説
く
た
め
だ
け

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
ダ
は
、
単
な
る
語
り
部

と
し
て
表
層
的
な
意
味
し
か
担
わ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
遊
於
形
骸
之
外
(
徳
充
符
)
」
「
遊
乎
天
地
之
一
気
(
大
宗

師
)
」
「
道
元
何
有
之
郷
(
応
帝
王
)
」
と
、
形
象
を
超
え
た
無
何

有
の
郷
に
お
い
て
天
地
の
一
気
に
遊
ぶ
身
体
を
希
求
し
た
荘
子

は
、
そ
こ
に
至
る
窓
口
と
し
て
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
ダ
を
召
還

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

拙
論
は
、
遊
ぶ
身
体
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
荘
子
が
捨
て
去
っ

た
も
の
と
は
何
か
、
ま
た
荘
子
に
お
い
て
、
こ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
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カ
ラ
グ
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
更
に
彼
ら
を
召
還
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
荘
子
が
何
を
語
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
、
荘
子
の
軽
や
か
な
遊
ぶ
身
体
が
ど
の
よ
う
な
身
体
で
あ
っ

た
の
か
を
読
み
解
く
も
の
で
あ
る
。

二
　
荘
子
の
否
定
解
体
、
そ
し
て
零
度
へ

1
　
欲
望
の
解
体
と
零
度

欲
に
つ
い
て
孔
子
は
　
「
愛
之
欲
共
生
、
悪
之
欲
其
死
、
既
欲
共

生
、
又
欲
其
死
、
是
惑
也
　
(
顔
淵
)
」
　
と
説
き
、
生
と
死
が
愛
と

悪
と
い
う
欲
の
最
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
言

説
だ
け
で
は
価
値
判
断
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
読
み

と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
2
)

孟
子
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

生
亦
我
所
欲
也
、
義
亦
我
所
欲
也
。
二
者
不
可
得
兼
、
舎
生

而
取
義
者
也
。
生
亦
我
所
欲
、
所
欲
有
甚
於
生
者
、
故
不
鳥

筍
得
也
。
死
亦
我
所
悪
、
所
悪
有
甚
於
死
者
、
故
患
有
所
不

辟
也
　
(
告
子
上
)

孟
子
は
、
生
死
と
い
う
人
間
の
欲
の
最
も
顕
著
な
現
れ
を
、
義
に

よ
っ
て
抑
制
し
こ
れ
を
超
克
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
」

「
養
心
莫
善
於
寡
欲
　
(
重
心
下
)
」
　
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

孟
子
に
お
い
て
欲
は
、
義
に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
る
か
少
な
く
す
.
へ

き
存
在
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
そ
の
も
の
が
徹
底
的
に
否
定

解
体
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(

3

)

有
子
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

稽
起
於
何
也
。
日
、
人
生
而
有
欲
。
欲
而
不
得
、
則
不
能
無

求
。
求
而
無
度
量
分
界
、
則
不
能
不
事
。
事
則
乱
、
乱
則
窮

(
礼
論
)

生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
た
欲
の
充
足
を
求
め
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
人
間
は
、
も
し
そ
こ
に
一
定
の
基
準
や
制
限
が
な
け
れ
ば

争
う
こ
と
に
な
り
、
結
果
世
の
中
は
争
い
に
満
ち
乱
れ
、
手
の
施

し
よ
う
が
な
く
な
る
、
と
。
従
っ
て
、
欲
が
礼
の
生
ま
れ
た
根
拠

で
あ
り
、
礼
に
よ
っ
て
欲
を
制
御
し
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
苛
子
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
た
。

凡
語
治
而
待
去
欲
者
、
無
以
道
欲
、
而
困
於
有
欲
者
也
。
凡

語
治
而
待
寡
欲
者
、
無
以
節
欲
、
而
困
於
多
欲
者
也
。
有
欲

無
欲
、
異
類
也
。
性
之
具
也
、
非
治
乱
也
。
欲
之
多
寡
、
異

類
也
。
情
之
数
也
、
非
治
乱
也
。
欲
不
待
可
得
、
而
求
者
従

所
可
。
欲
不
待
可
得
、
所
受
乎
天
也
。
求
者
従
所
可
、
所
受

乎
心
也
。
所
受
乎
天
之
一
欲
、
制
於
所
受
乎
心
之
多
計
、
因

姪
短
所
受
乎
天
也
。
人
之
所
欲
、
生
甚
英
、
人
之
所
要
、
死

甚
英
。
然
両
人
有
従
生
成
死
者
、
非
不
欲
生
而
欲
死
也
、
不

可
以
生
而
可
以
死
也
。
故
欲
過
之
而
動
不
及
、
心
止
之
也
。

心
之
所
可
、
中
理
、
則
欲
藍
多
尖
傷
於
治
。
欲
不
及
行
動
遥

之
、
心
使
之
也
。
心
之
所
可
、
矢
理
、
則
欲
望
寡
笑
止
於
乱
。

故
治
乱
在
於
心
之
所
可
、
亡
於
楕
之
所
欲
　
(
正
名
)

こ
こ
で
有
子
は
、
性
そ
の
も
の
で
あ
る
欲
を
、
無
欲
に
す
る
こ
と
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も
、
寡
欲
に
す
る
こ
と
も
、
共
に
欲
そ
の
も
の
の
存
在
に
苦
し
み

そ
の
制
御
の
方
法
が
分
か
っ
て
い
な
い
、
と
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
切
な
こ
と
は
心
が
如
何
に
欲
を
制
御
し
て
い
く
か
で

あ
る
、
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
、
孟
子
と
有
子
は
そ
の
性
説
と
の
関
係
で
欲
の
捉

え
方
が
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
欲
そ
の
も
の
を
完
全
に
解
体

し
零
度
の
地
平
に
還
元
す
る
こ
と
は
な
い
。
特
に
荘
子
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
展
開
し
「
人
之
性
喜
、
其
善
者
偽
也
(
性
悪
)
」

と
、
善
な
る
人
為
に
こ
そ
人
間
の
生
き
る
道
を
見
出
し
た
有
子
に

お
い
て
は
、
欲
は
人
間
の
主
体
で
あ
る
心
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
実
現
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
儒
教
に
お
い
て
は
、
概
ね
そ
の
存
在
が
肯
定
さ
れ

て
い
た
欲
に
つ
い
て
、
荘
子
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
其
嗜
欲
深

者
、
其
天
機
浅
　
(
大
宗
師
)
」
欲
望
の
深
い
者
は
、
天
の
現
れ
が

浅
薄
な
も
の
で
あ
る
、
と
。
つ
ま
り
、
欲
望
と
は
、
人
間
的
世
俗

的
概
念
で
あ
り
、
天
の
立
場
に
対
立
す
る
概
念
に
他
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
荘
子
は
、
儒
教
に
お
い
て
人
間
の
最
も
自
然
な
欲
と
考

え
ら
れ
る
生
死
を
も
超
え
る
荘
子
的
人
間
で
あ
る
真
人
を
創
出
す

る
。
古
之
眞
人
、
不
知
説
生
、
不
知
悪
死
。
其
出
不
訴
、
其
入
不

距
。
脩
然
而
往
、
脩
然
而
来
而
己
臭
。
不
志
其
所
始
、
不
求

其
所
終
。
受
而
喜
之
、
忘
而
復
之
。
是
之
謂
不
以
心
摺
道
、

不
以
人
助
天
、
是
之
謂
眞
人
　
(
大
宗
師
)

古
の
真
人
は
、
生
が
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
死
が
憎
む
べ
き
こ
と
で
あ

る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
生
ま
れ
る
こ
と
を

喜
ぶ
こ
と
も
、
死
ん
で
行
く
こ
と
を
厭
が
る
こ
と
も
な
く
、
悠
然

と
生
と
死
の
間
を
行
き
来
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
死
の

始
ま
り
も
終
わ
り
も
、
何
等
気
に
か
け
る
こ
と
な
く
、
生
を
受
け

れ
ば
そ
れ
を
喜
び
、
忘
れ
れ
ば
ま
た
元
に
帰
っ
て
行
く
。
こ
れ
は
、

人
間
が
そ
の
主
体
で
あ
る
心
の
賢
し
ら
に
よ
っ
て
道
に
背
く
の
で

も
な
く
、
人
間
の
作
為
に
よ
っ
て
天
を
助
長
す
る
の
で
も
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
生
死
と
い
う
人
間
が
持
つ
欲
望
さ
え
感
知
し
て
い

な
い
真
人
と
は
、
人
間
の
も
っ
と
も
根
源
的
で
あ
る
欲
望
を
解
体

し
無
価
値
で
あ
る
こ
と
を
暴
き
出
し
、
そ
の
零
度
に
立
つ
存
在
で

あ
っ
た
。
荘
子
は
ま
た
、
王
位
に
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
る
。

至
入
神
英
。
大
澤
焚
而
不
能
熱
、
河
漠
荘
而
不
能
寒
、
疾
雷

破
山
風
振
海
而
不
能
驚
。
若
然
者
、
乗
雲
気
騎
日
月
、
而
遊

乎
四
海
之
外
、
死
生
元
磐
於
己
、
而
況
利
害
之
端
乎
　
(
斉
物

論
)

至
人
は
、
様
々
な
外
的
な
要
因
に
よ
っ
て
こ
れ
を
熱
が
ら
せ
た
り

寒
が
ら
せ
た
り
、
ま
た
天
候
の
変
化
に
よ
っ
て
驚
か
せ
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
雲
気
に
乗
り
日
月
に
騎
乗
し
て
、
こ
の
世
界
を
超
え

た
と
こ
ろ
に
遊
ん
で
お
り
、
死
生
も
そ
の
心
を
揺
り
動
か
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
、
世
俗
的
利
害
に
よ
っ
て
心
を
動
か
せ

る
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な
い
。
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生
死
を
大
事
と
考
え
利
害
に
振
り
回
さ
れ
る
人
間
の
世
俗
的
欲

望
は
、
こ
こ
に
荘
子
に
よ
っ
て
完
全
に
否
定
解
体
さ
れ
、
そ
の
価

値
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
孟
子
、
筍
子
に
見
ら
れ
る
、
儒
教
の
人

間
の
欲
の
理
解
と
そ
の
対
応
の
危
う
さ
と
は
対
照
的
に
、
荘
子
は
、

人
間
の
社
会
的
利
益
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
欲
は
勿
論
、
そ
の
最

も
根
源
的
な
生
死
の
欲
さ
え
も
解
体
し
、
そ
の
零
度
に
人
間
を
立

た
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
荘
子
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
死
生
命
也
。
共
有
夜

旦
之
常
天
也
。
人
之
有
所
不
得
輿
、
皆
物
之
情
也
　
(
大
宗
師
)
」
。

死
生
は
命
で
あ
り
夜
と
昼
の
恒
常
的
交
替
天
の
自
然
で
あ
り
、
人

間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
が
全
て
の
物
の

情
即
ち
在
る
べ
き
在
り
方
で
あ
る
、
と
。
荘
子
は
、
人
間
の
力
の

発
現
で
あ
り
、
そ
の
根
源
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
欲
の
地
平
に
お

い
て
、
こ
の
人
間
の
力
の
不
可
能
性
を
暴
い
た
の
で
あ
る
。
天
に

対
立
し
遊
ぶ
身
体
の
獲
得
の
妨
げ
で
あ
っ
た
欲
を
解
体
し
、
そ
の

零
度
に
立
つ
真
人
至
人
と
い
う
遊
ぶ
新
た
な
人
間
存
在
を
、
荘
子

は
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

2
　
知
と
心
と
情
の
解
体
と
零
度

荘
子
は
、
ま
た
儒
教
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
人
間
の
知
、
そ
の

主
体
で
あ
る
心
、
更
に
は
情
を
も
解
体
し
零
度
に
還
元
す
る
の
で

あ
る知
に
つ
い
て
、
孔
子
は
、
「
生
而
知
之
者
、
上
也
。
撃
而
知
之

者
、
次
也
。
困
而
學
之
、
又
其
次
也
。
困
而
不
學
、
民
斯
馬
下
央

(
季
氏
)
」
、
「
知
者
不
失
人
、
亦
不
失
言
　
(
衛
整
公
)
」
　
と
、
知

の
重
要
性
を
説
き
、
「
知
之
烏
知
之
、
不
知
焦
不
知
、
是
知
也
(
鳥

政
)
」
　
と
も
説
き
、
そ
の
知
が
分
別
知
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ

(

4

】

る
。
孟
子
は
、
「
人
之
所
不
學
而
能
者
、
其
良
能
也
、
所
不
慮
而

知
者
、
其
良
知
也
　
(
壷
心
上
)
」
　
と
説
き
、
良
知
は
人
間
の
生
得

的
判
断
能
力
で
あ
っ
た
。
有
子
は
、
「
心
有
徴
知
。
徴
知
則
縁
耳

而
知
響
可
也
、
縁
日
而
知
形
可
也
。
然
而
徴
知
、
必
購
待
天
官
之

昔
簿
其
類
、
然
後
可
也
　
(
正
名
)
」
　
と
説
き
、
徴
知
は
、
心
に
備

わ
っ
た
認
識
能
力
で
あ
る
と
す
る
。

荘
子
は
知
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
天
涯
。
以
有
涯
随
天
涯
、
殆
巳
。
巳

而
鳥
知
者
殆
而
巳
臭
　
(
養
生
主
)

生
命
は
有
限
だ
が
、
知
は
無
限
で
あ
る
。
有
限
の
生
命
の
中
で
無

限
の
知
に
従
っ
て
生
き
て
行
く
の
は
危
う
い
こ
と
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
知
を
求
め
る
者
は
命
を
傷
つ
け
危
う
い
ば
か
り
だ
、

と
。
人
間
の
知
の
無
限
の
自
己
増
殖
を
見
抜
い
た
荘
子
は
、
そ
の

こ
と
が
人
間
の
有
限
な
る
生
命
を
損
な
わ
せ
る
根
源
で
あ
る
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

徳
蕩
乎
名
、
知
出
乎
事
。
名
也
者
相
札
也
、
知
也
者
手
之
器

也
。
二
者
凶
器
、
非
所
以
克
行
也
　
(
人
間
世
)

徳
は
名
誉
に
動
か
さ
れ
、
知
は
争
い
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。
名
誉

は
互
い
を
傷
つ
け
合
い
、
知
は
争
い
の
道
具
で
あ
る
。
こ
の
名
誉

と
知
は
人
間
を
損
な
う
凶
器
で
あ
り
、
人
間
の
行
為
を
完
全
に
す
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る
も
の
で
は
な
い
。

信
教
に
お
い
て
重
要
な
知
を
、
荘
子
は
人
間
存
在
を
危
う
く
す

る
凶
器
で
あ
る
と
否
定
し
解
体
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
荘

子
は
知
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

古
之
人
、
其
知
有
所
喜
美
。
悪
乎
至
。
有
以
鳥
未
始
有
物
、

至
英
恵
美
、
不
可
以
加
美
。
其
次
以
烏
有
物
臭
、
而
未
始
有

封
也
。
其
次
以
烏
有
封
焉
、
而
未
始
有
是
非
也
　
(
斉
物
論
)

荘
子
が
認
め
る
最
高
の
知
と
は
、
物
の
存
在
を
兄
い
だ
さ
な
い
知

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
物
と
物
を
そ
の
形
象
的
差
異
に
お
い
て
別
の

存
在
と
分
節
す
る
人
間
的
分
別
知
で
は
な
く
、
全
て
が
斉
同
だ
と

す
る
天
の
立
場
の
知
で
あ
っ
た
。
次
の
知
は
、
物
は
存
在
す
る
が
、

そ
れ
を
分
節
せ
ず
差
異
が
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次

は
、
物
を
そ
の
差
異
に
よ
っ
て
分
節
は
す
る
が
、
そ
の
善
し
悪
し

と
い
う
区
別
は
な
い
。
以
上
の
三
つ
の
知
が
、
荘
子
が
認
め
た
知

の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
是
非
之
彰
也
、
道
之
所
以
顧
也
。
道
之
所
以
腐
、
愛

之
所
以
成
也
(
斉
物
論
)
」
と
、
是
非
の
知
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

道
が
欠
け
て
不
完
全
に
な
り
、
道
が
欠
け
て
不
完
全
に
な
る
と
、

愛
が
成
立
す
る
、
と
荘
子
は
言
う
。
つ
ま
り
、
荘
子
が
否
定
し
解

体
し
た
知
と
は
、
儒
教
的
是
非
分
別
知
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
併
せ

て
、
「
焚
遅
問
仁
。
子
日
愛
人
　
(
顔
淵
)
」
　
と
説
か
れ
た
、
孔
子

の
愛
と
し
て
の
仁
を
も
否
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
的
分
別
知

と
愛
と
し
て
の
仁
を
を
否
定
し
た
荘
子
は
、
心
を
も
否
定
解
体
し

よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
心
も
や
は
り
儒
教
に
お
い
て
は
重

要
な
概
念
で
あ
っ
た
。

孟
子
は
人
間
存
在
の
主
体
と
し
て
心
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
「
耳

目
之
官
、
不
思
而
蔽
於
物
。
物
交
物
、
則
引
之
而
巳
臭
。
心
之
官

則
思
、
思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
。
此
天
之
所
輿
我
者
。
先
立

乎
其
大
昔
、
則
其
小
者
弗
能
奪
也
。
此
鳥
大
人
而
巳
臭
(
告
子
上
)
」

と
。
孟
子
に
お
い
て
心
は
、
天
が
与
え
た
思
う
人
間
の
主
体
で
あ

っ
た
。
有
子
は
、
「
心
音
形
之
君
也
　
(
解
蔽
)
」
　
と
、
心
が
人
間

存
在
の
主
体
で
あ
る
と
説
い
た
。

荘
子
は
、
仲
尼
と
顔
淵
の
対
話
の
中
で
、
仲
尼
に
顔
淵
を
　
「
猶

師
心
者
也
　
(
人
間
世
)
」
　
と
、
な
お
心
を
主
体
と
す
る
も
の
だ
と

否
定
さ
せ
、
在
る
べ
き
心
の
在
り
方
　
「
心
斎
」
　
を
説
か
せ
る
。

若
一
汝
志
、
天
聴
之
以
耳
、
而
聴
之
以
心
、
天
聴
之
以
心
、

而
蛭
之
以
気
。
耳
止
於
聴
、
心
止
於
符
、
気
也
者
虚
而
得
物

者
也
。
唯
道
集
虚
、
虚
者
心
齋
也
　
(
人
間
世
)

耳
で
聞
く
感
覚
知
も
、
心
で
聞
く
分
別
知
も
否
定
し
た
仲
尼
は
、

空
虚
で
全
て
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
気
に
よ
っ
て
聞
け
、
と
言
う
。

こ
の
空
虚
の
状
態
が
心
斎
で
あ
っ
た
。
荘
子
は
こ
こ
で
、
価
値
判

断
と
分
別
知
の
主
体
で
あ
る
心
を
解
体
し
、
そ
の
零
度
に
還
元
し

た
の
で
あ
る
。

荘
子
は
、
論
敵
で
あ
る
恵
子
と
次
の
よ
う
な
議
論
を
交
わ
し
て

い
た
。
恵
子
謂
荘
子
日
、
人
故
無
情
平
。
荘
子
日
、
然
。
恵
子
日
、

人
而
無
情
、
何
以
謂
之
人
。
荘
子
日
、
道
輿
之
貌
、
天
輿
之

形
、
悪
得
不
謂
之
人
。
恵
子
日
、
既
謂
之
人
、
悪
得
無
情
。
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荘
子
日
、
是
非
吾
所
謂
情
也
。
吾
所
謂
無
情
者
、
言
人
之
不

以
好
悪
内
傷
其
身
、
常
因
自
然
而
不
益
生
也
。
恵
子
日
、
不

益
生
、
何
以
有
其
身
。
荘
子
日
、
道
輿
之
貌
、
天
輿
之
形
、

無
以
好
悪
内
傷
其
身
(
徳
充
府
)

情
が
な
け
れ
ば
人
間
で
は
な
い
と
い
う
恵
子
に
対
し
て
、
荘
子
は
、

自
ら
の
身
を
損
な
う
こ
と
な
く
自
然
の
ま
ま
に
人
為
的
に
生
を
飾

ら
な
い
こ
と
を
情
が
無
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
道
と
天
に

ょ
っ
て
人
間
と
し
て
の
容
貌
と
体
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
好
悪
の
情
に
よ
っ
て
、
そ
の
身
を
損
な
っ
て
は
い
け
な
い
、

と
言
う
。
こ
の
好
悪
は
、
『
大
学
』
　
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
た
。

誠
其
意
者
、
母
自
欺
也
。
如
憲
悪
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂

自
慄

意
を
誠
に
す
る
と
は
、
自
己
を
欺
か
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
悪
臭
を
嫌
い
好
色
を
好
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
自

ら
に
素
直
で
快
い
こ
と
で
あ
る
、
と
。

『
大
学
』
で
は
、
好
悪
の
情
と
は
、
自
己
を
偽
ら
ず
意
を
誠
に

す
る
人
間
の
、
自
然
で
素
直
な
感
情
の
現
れ
と
し
て
、
価
値
化
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
荘
子
は
こ
れ
こ
そ
が
人
間
の
天
か
ら
得

た
身
を
損
な
う
人
為
的
な
も
の
だ
と
し
で
そ
の
価
値
を
否
定
解
体

し
、
そ
れ
を
無
い
と
説
く
こ
と
で
、
そ
れ
に
左
右
さ
れ
な
い
零
度

の
地
平
に
還
元
す
る
の
で
あ
る
。
遊
ぶ
身
体
の
獲
得
の
た
め
に
、

荘
子
は
儒
教
的
価
値
で
彩
ら
れ
た
知
と
心
と
情
と
を
解
体
し
、
そ

の
零
度
に
還
元
し
た
の
で
あ
る
。

3
　
聖
人
の
解
体
と
零
度

荘
子
は
更
に
、
儒
教
の
理
想
と
す
る
聖
人
を
も
解
体
す
る
。

こ
の
聖
人
と
は
、
孔
子
に
お
い
て
は
　
「
聖
人
、
吾
不
得
而
見
之

英
。
得
見
君
子
者
斯
可
央
　
(
述
而
)
」
　
と
、
会
っ
た
こ
と
さ
え
な

い
最
高
の
人
格
で
あ
っ
た
。
孟
子
は
、
「
聖
人
輿
我
同
類
者
。
…

…
聖
人
先
得
我
心
之
所
同
然
耳
(
告
子
上
)
」
と
説
き
、
ま
た
「
曹

交
問
日
、
人
皆
可
以
鳥
桒
舜
、
有
諸
。
孟
子
日
、
然
(
告
子
下
)
」
、

と
説
く
よ
う
に
、
儒
教
に
お
け
る
人
間
存
在
の
目
指
す
べ
き
理
想

的
存
在
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
荘
子
は
、
荘
子
的
聖
人
を
創

出
し
て
、
儒
家
的
聖
人
を
そ
の
内
側
か
ら
解
体
し
て
い
く
の
で
あ

る
。荘
子
は
、
遊
ぶ
聖
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

故
聖
人
有
所
遊
、
而
知
鳥
撃
、
約
鳥
膠
、
徳
島
按
、
工
畠
商
。

聖
人
不
謀
、
悪
用
知
、
不
斬
、
悪
用
膠
、
無
喪
、
悪
用
徳
、

不
貨
、
窓
用
商
。
四
者
、
天
哲
也
。
天
若
者
、
天
食
也
。
既

受
食
於
天
、
又
悪
用
人
　
徳
讃
)

遊
ぶ
聖
人
は
、
知
を
過
剰
な
も
の
、
約
を
人
間
を
拘
束
す
る
も
の
、

徳
を
余
計
な
装
飾
物
、
工
を
金
儲
け
の
手
段
即
ち
欲
の
追
求
と
考

え
、
知
、
約
、
徳
、
工
を
否
定
す
る
が
、
そ
れ
は
思
慮
、
彫
塚
、

喪
失
、
金
儲
け
と
い
う
一
切
の
世
俗
的
営
み
が
、
荘
子
的
聖
人
に

は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
思
慮
せ
ず
、
彫
琢
せ
ず
、
頁
失

せ
ず
、
金
儲
け
し
な
い
と
い
う
四
着
は
、
天
の
賢
=
養
い
で
あ
り
、

天
が
与
え
た
生
き
て
行
く
糧
で
あ
る
。
既
に
天
か
ら
与
え
ら
れ
て
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い
る
の
に
、
何
故
人
間
が
人
為
的
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
と
荘
子
は
言
う
。

こ
の
荘
子
の
考
え
る
聖
人
と
は
、
儒
教
で
重
視
さ
れ
る
知
、
約
、

徳
と
工
を
人
為
的
虚
飾
過
剰
と
し
、
こ
れ
ら
一
切
の
人
為
的
営
み

を
否
定
し
、
天
に
与
え
ら
れ
た
ま
ま
に
生
き
る
存
在
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
荘
子
は
、
知
と
約
即
ち
礼
と
徳
の
体
現
者
で
あ
っ
た
儒
教

的
聖
人
を
そ
の
内
偶
か
ら
脱
構
築
し
荘
子
的
聖
人
を
創
出
し
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
儒
教
の
理
想
と
す
る
聖
人
を
解
体
す
る
こ
と
は
、

儒
教
の
人
間
観
と
儒
教
的
人
間
を
解
体
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
次

に
荘
子
は
、
徹
底
的
に
儒
教
的
人
間
の
在
り
方
を
否
定
解
体
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

故
禦
通
物
、
非
聖
人
也
。
有
親
、
非
亡
也
。
時
天
、
非
賢
也
。

利
害
不
通
、
非
君
子
也
。
行
名
失
己
、
非
士
也
。
忘
身
不
眞
、

非
役
人
也
。
若
狐
不
借
、
務
光
、
伯
夷
、
叔
賓
、
箕
子
、
背

鰭
、
紀
他
、
申
徒
秋
、
是
役
人
之
役
、
通
人
之
適
、
而
不
自

適
其
適
者
也
(
大
宗
師
)

こ
こ
で
荘
子
は
、
儒
教
的
価
値
を
備
え
た
聖
人
、
仁
人
、
賢
人
、

君
子
、
士
人
を
、
否
定
す
る
。
儒
教
的
価
値
の
体
現
者
で
あ
る
、

狐
不
借
、
務
光
、
伯
夷
、
叔
賓
、
箕
子
、
背
徐
、
紀
他
、
申
徒
次

も
、
荘
子
に
お
い
て
は
、
人
が
や
る
べ
き
事
を
や
り
、
人
の
楽
し

み
の
た
め
に
楽
し
む
と
い
う
よ
う
に
他
者
や
世
俗
に
振
り
回
さ
れ

て
、
自
分
自
身
の
楽
し
み
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

荘
子
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

夫
道
未
始
有
封
、
言
未
始
有
常
。
鳥
是
而
有
珍
也
。
請
言
其

珍
。
有
左
有
右
、
有
倫
有
義
、
有
分
有
詩
、
有
競
有
事
、
此

之
謂
八
徳
。
六
合
之
外
聖
人
存
而
不
論
、
六
合
之
内
聖
人
論

而
不
議
。
春
秋
経
世
先
王
之
志
、
聖
人
議
而
不
詳
。
故
分
也

者
有
不
分
也
、
群
也
者
有
不
群
也
。
日
、
何
也
。
聖
人
懐
之
、

衆
人
群
之
以
相
示
也
。
故
日
、
群
也
者
有
不
見
也
(
斉
物
論
)

道
に
は
そ
も
そ
も
分
節
さ
れ
た
境
界
は
な
く
、
言
葉
に
は
そ
も
そ

も
一
定
の
意
味
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
言
葉
で
道
を
表
そ
う

と
す
る
と
、
境
界
秩
序
が
生
ま
れ
る
。
左
右
倫
義
分
群
競
争
と
い

っ
た
世
俗
に
お
け
る
八
つ
の
徳
は
、
道
そ
の
も
の
で
は
な
く
言
語

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
宇
宙
を
超
え
た
こ
と
に

関
し
て
、
聖
人
は
そ
の
存
在
を
認
め
て
も
論
じ
る
こ
と
は
な
い
が
、

宇
宙
内
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
聖
人
は
論
及
は
し
て
も
議
論
す
る

こ
と
は
な
い
。
春
秋
以
来
の
世
の
出
来
事
や
先
王
の
事
績
に
つ
い

て
は
、
聖
人
は
議
論
は
す
る
が
是
非
の
判
断
は
し
な
い
。
分
別
す

る
こ
と
は
、
分
別
で
き
な
い
も
の
を
生
じ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
弁

別
す
る
こ
と
は
、
弁
別
で
き
な
い
も
の
を
生
じ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

聖
人
は
こ
の
こ
と
が
解
っ
て
い
て
何
も
分
別
せ
ず
胸
に
し
ま
い
こ

む
が
、
衆
人
は
弁
別
し
て
こ
れ
を
人
に
示
そ
う
と
す
る
。
弁
別
と

は
従
っ
て
弁
別
で
き
な
い
も
の
を
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
言
説
か
ら
、
本
来
分
節
で
き
な
い
混
沌
と
し
て
の
道

を
言
語
的
に
分
節
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
徳
が
、
道
そ

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
は
分
節
さ
れ
な
い
も
の
が
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同
時
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
、
即
ち
秩
序
と
コ
ス
モ
ス
は
混
沌
と

カ
オ
ス
の
限
定
的
一
面
に
過
ぎ
ず
、
儒
教
の
よ
う
に
道
徳
、
礼
な

ど
に
よ
っ
て
秩
序
化
さ
れ
た
社
会
と
は
正
し
く
、
こ
の
よ
う
な
限

定
的
道
、
限
定
的
世
界
に
過
ぎ
ず
、
同
時
に
そ
れ
ら
で
は
す
く
い

き
れ
な
い
道
と
世
界
を
生
じ
て
し
ま
う
、
と
い
う
荘
子
の
考
え
を

読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
荘
子
は
、
言
語
的
に
世
界
を
分
節
す

る
人
為
的
営
み
の
限
界
と
無
効
性
を
、
明
確
に
説
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
徹
底
的
に
儒
教
的
人
間
存
在
を
否
定
し
、
限
定

的
道
と
限
定
的
秩
序
の
世
界
を
否
定
し
、
解
体
し
た
荘
子
で
あ
る

が
、
人
間
存
在
自
体
を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
次
の
言
説
を
見

て
み
よ
う
。

仲
尼
日
、
天
下
有
大
戒
二
、
其
一
命
也
、
其
一
義
也
。
子
之

愛
親
命
也
、
不
可
解
於
心
、
臣
之
事
君
義
也
、
売
適
而
非
君

也
。
元
所
逃
於
天
地
之
間
、
是
之
謂
大
成
。
是
以
夫
事
其
親

者
、
不
揮
地
而
安
之
、
孝
之
至
也
。
夫
事
其
君
者
、
不
揮
事

而
安
之
、
忠
之
盛
也
。
自
事
其
心
者
、
哀
欒
不
易
施
乎
前
、

知
其
不
可
奈
何
、
而
安
之
若
命
。
徳
之
至
也
　
(
人
間
世
篇
)

こ
こ
で
荘
子
は
、
仲
尼
を
し
て
、
こ
の
世
界
に
お
け
る
二
つ
の
戒

め
と
し
て
、
命
即
ち
運
命
と
義
即
ち
義
理
を
説
か
せ
て
い
る
。
命

と
は
、
子
が
親
を
愛
す
る
と
い
う
、
そ
の
心
か
ら
失
わ
れ
る
こ
.
と

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
義
理
と
は
、
臣
下
が
君
に
仕
え
る
こ
と
で

あ
り
、
人
は
君
臣
関
係
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
に
人
が
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
限
り
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

こ
と
が
、
大
い
な
る
戒
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
親
に
仕
え
て
ど
ん

な
所
で
も
こ
れ
を
実
行
す
る
の
が
最
高
の
孝
で
あ
り
、
君
に
仕
え

て
ど
ん
な
所
で
も
こ
れ
を
実
践
す
る
の
が
最
高
の
忠
で
あ
る
。
自

ら
そ
の
心
に
仕
え
る
者
は
、
哀
楽
な
ど
の
感
情
が
周
囲
の
状
況
に

よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
人
間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
こ
と
が
何
か
を
知
り
、
こ
れ
に
安
ん
じ
て
命
に
従

・
鳥
　
こ
れ
が
最
高
の
徳
で
あ
る
。

荘
子
は
、
孝
と
忠
を
、
人
間
が
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
命
で

あ
り
義
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
孝
と
忠
は
孔
子
が
既
に
人
間

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
説
い
た
概
念
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
荘
子
が
こ
れ
を
説
い
た
の
は
、
当
然
儒
教
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト

に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
。

孔
子
の
説
く
孝
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
父
母
を
思
う
心
で
あ

る
と
同
時
に
、
強
烈
な
自
己
規
制
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
事
柄
で

あ
っ
た
。子
日
、
父
母
之
年
、
不
可
不
知
也
。
一
則
以
喜
、
一
別
以
憶

(
里
仁
)

子
日
、
父
在
覿
其
志
、
父
没
覿
其
行
。
三
年
無
改
於
父
之
道
、

可
謂
孝
夫
　
(
學
而
)

こ
の
よ
う
に
孔
子
の
孝
は
、
荘
子
の
説
く
、
人
間
が
自
ら
の
力
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
運
命
と
し
て
の
孝
と
は
、
異
な
る

概
念
で
あ
る
。

忠
に
関
し
て
、
『
論
語
』
に
は
　
「
臣
事
君
以
忠
　
(
八
伶
)
」
　
「
子

日
、
参
平
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
日
唯
。
子
出
。
門
人
関
目
、

何
謂
也
。
曾
子
日
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
巳
央
　
(
里
仁
)
」
　
と
あ
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り
.
臣
下
が
君
主
に
仕
え
る
心
の
持
ち
方
で
あ
り
、
孔
子
の
一
貫

し
た
道
で
あ
る
忠
は
、
意
味
的
に
は
、
荘
子
と
の
間
に
特
に
明
確

な
違
い
を
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
孔
子
即
ち
儒
教
の
忠
は
、
人

間
的
立
場
か
ら
発
言
さ
れ
た
、
人
間
力
に
大
き
く
関
わ
る
人
間
的

営
み
で
あ
り
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
与
え
ら
れ
人
為
的
に
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
荘
子
の
運
命
的
な
忠
と
は
、
や
は
り
異

な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

つ
ま
り
、
荘
子
は
、
儒
教
と
い
う
人
間
主
義
的
枠
組
み
の
中
で

伍
伍
化
さ
れ
た
孝
と
忠
を
脱
構
築
し
、
一
旦
価
値
の
零
度
に
還
元

し
、
再
び
天
の
立
場
か
ら
運
命
的
に
人
間
に
与
え
ら
れ
た
価
値
で

あ
る
、
と
読
み
解
き
荘
子
的
に
再
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
儒
教
的
あ
る
い
は
世
俗
的
価
値
が
人
間
の
作
為

的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
一
切
を
解
体
し
て
零
度
に
還

元
し
、
儒
教
を
脱
構
築
し
た
荘
子
が
目
指
す
方
向
は
、
当
然
、
天

で
あ
っ
た
。
公
文
軒
、
見
右
肺
而
費
目
、
是
何
人
也
。
悪
乎
介
也
。
天
輿
、

其
人
輿
。
日
、
天
也
、
非
人
也
。
天
之
生
是
使
燭
也
、
人
之

貌
有
輿
也
。
以
是
知
其
天
也
非
人
也
　
(
養
生
主
)

荘
子
に
お
い
て
、
天
と
は
正
に
遊
ぶ
身
体
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、

そ
こ
に
至
る
た
め
に
、
欲
、
知
、
心
、
情
儒
教
的
人
間
全
て
を
解

体
し
零
度
に
還
元
し
、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。こ
の
天
に
近
い
存
在
と
し
て
、
天
を
実
現
し
な
が
ら
生
き
て
い

た
の
は
真
人
、
至
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
荘
子
は
更
に
、
足
切

り
の
刑
を
受
け
た
者
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
に
生
ま
れ
つ
い
た

者
と
い
う
、
荘
子
の
道
の
雄
弁
な
語
り
部
を
召
還
す
る
の
で
あ
る
。

三
　
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ

1
　
孟
子
と
筍
子
の
カ
ラ
グ

荘
子
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
意
味
を
考
え
る
前
に
、
儒
教

に
お
い
て
は
カ
ラ
グ
が
如
何
に
社
会
的
共
同
体
的
に
秩
序
化
さ
れ

馴
致
さ
れ
た
身
体
と
な
り
得
て
い
た
か
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

孟
子
は
　
「
人
皆
有
不
忍
人
之
心
」
を
次
の
よ
う
に
説
く

側
隠
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
悪
之
心
、
義
之
端
也
。
辞
譲
之

心
、
穏
之
端
也
。
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。
人
之
有
是
四
端

也
、
猶
共
有
四
規
也
。
有
是
四
端
而
自
謂
不
能
者
、
自
賊
者

也
…
…
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
擴
而
充
之
英
。
若
火
之
始

然
、
泉
之
始
達
、
筍
能
充
之
、
足
以
保
四
海
。
不
筍
充
之
、

不
足
以
事
父
母
　
(
公
孫
丑
上
)

孟
子
は
、
人
間
の
心
を
側
隠
、
羞
悪
、
辞
譲
、
是
非
の
四
つ
に
分

節
し
、
そ
れ
ら
を
仁
義
礼
智
に
よ
っ
て
道
徳
的
社
会
的
に
価
値
化

す
る
。
ま
た
、
こ
の
四
端
が
人
間
の
心
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

人
間
に
手
足
が
備
わ
っ
て
い
る
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

こ
の
言
説
か
ら
、
孟
子
の
意
識
に
お
い
て
、
心
も
カ
ラ
グ
も
同
様

に
分
節
さ
れ
秩
序
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
孟
子
の
性
善
な
る
カ
ラ
グ
は
、
そ
の
内
面
に
備
わ
っ
た
徳

性
に
よ
っ
て
整
然
と
分
節
さ
れ
秩
序
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
を
拡
充
し
て
、
世
界
を
平
定
し
、
父
母
に
仕

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孟
子
の
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
善
で
あ
り
四
端
と
い
う
内
面
的
道
徳
性
に
よ
っ
て
分
節

さ
れ
秩
序
化
さ
れ
て
い
る
孟
子
の
カ
ラ
グ
は
、
そ
れ
を
拡
充
す
る

こ
と
で
他
者
と
共
に
道
徳
的
共
同
体
を
生
き
て
い
く
道
徳
的
身
体

へ
と
自
ら
を
変
化
さ
せ
る
べ
く
そ
の
方
向
性
を
与
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

人
間
存
在
の
根
源
で
あ
る
欲
を
悪
と
し
て
性
悪
説
を
説
く
有
子

に
お
い
て
は
、
カ
ラ
ダ
は
欲
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
欲
を
制
御
し

自
己
を
共
同
体
化
す
る
手
段
と
し
て
礼
が
強
調
さ
れ
る
。

今
人
之
性
、
生
而
有
好
利
蔦
。
順
是
、
故
事
奪
生
、
両
群
譲

亡
焉
。
生
而
有
疾
憲
焉
。
順
是
、
故
残
賊
生
、
而
忠
信
亡
焉
。

生
而
有
耳
目
之
欲
好
響
色
蔦
。
順
是
、
故
淫
乱
生
、
両
種
義

文
理
亡
焉
　
(
性
悪
)

人
間
の
本
性
は
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
利
を
好
み
、
疾
を
悪
み
、
耳

目
の
欲
の
声
色
を
好
む
」
　
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
を
追
求
す
る

と
、
争
奪
、
残
賊
、
淫
乱
が
生
じ
、
儒
教
的
価
値
で
あ
る
辞
譲
、

忠
信
、
礼
義
文
理
が
滅
ん
で
し
ま
う
と
言
う
。
ま
た
、
こ
の
人
間

は
　
「
故
人
生
不
能
無
革
、
畢
而
分
無
則
事
、
事
則
乱
、
乱
別
離
、

離
別
弱
、
弱
則
不
能
勝
物
　
(
王
制
)
」
　
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
社

会
的
共
同
生
活
を
営
む
よ
う
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
そ

こ
に
分
が
な
け
れ
ば
争
い
、
乱
れ
、
離
散
し
、
弱
体
化
し
、
物
に

誘
惑
さ
れ
負
け
て
し
ま
う
、
と
。
こ
の
　
「
分
」
　
が
、
有
子
に
お
い

て
は
礼
で
あ
っ
た
。
有
子
は
「
種
起
於
何
也
。
日
、
人
生
而
有
欲
。

欲
而
不
得
、
則
不
能
無
求
。
求
而
無
度
量
分
界
、
則
不
能
不
事
。

事
則
乱
、
乱
則
窮
　
(
礼
論
)
」
　
と
言
う
。
礼
は
人
間
の
欲
か
ら
生

ま
れ
、
そ
の
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
制
御
装
置
で
あ
っ

た
。更
に
有
子
は
言
う
。

夫
貴
慮
天
子
、
富
有
天
下
、
是
人
情
之
所
同
欲
也
。
然
別
従

人
之
欲
則
勢
不
能
容
、
物
不
能
胞
也
。
故
先
王
案
畠
之
制
穏

義
以
分
之
、
使
貴
践
之
等
長
幼
之
差
知
愚
能
不
能
之
分
、
皆

使
人
載
其
事
而
各
得
其
宜
、
然
後
便
穀
禄
多
少
厚
薄
之
稀
。

是
夫
畢
居
和
一
之
道
也
(
柴
辱
)

人
間
の
欲
の
無
限
定
さ
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
現
実
で
あ

り
、
そ
れ
を
憂
慮
し
た
先
王
は
礼
義
を
制
定
し
、
欲
を
分
節
制
御

し
秩
序
化
し
て
貴
賎
、
長
幼
、
知
愚
、
能
不
能
の
分
別
を
明
確
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
適
当
な
所
に
配
し
、
俸
禄
の
多
少
厚
薄
を
計
算

す
る
。
こ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
社
会
的
共
同
生
活
の
方
法
で
あ
る
、

と
有
子
は
考
え
る
。

つ
ま
り
、
欲
そ
の
も
の
で
何
の
秩
序
化
も
受
け
て
い
な
い
カ
ラ

グ
を
、
礼
と
い
う
社
会
的
規
制
に
よ
っ
て
分
節
制
御
し
、
社
会
の

あ
る
い
は
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会
的
身
体

へ
と
秩
序
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
礼
と
い
う
強
烈
な
外
的

規
制
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
グ
を
社
会
的
に
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
身
体
即

ち
馴
致
さ
れ
た
礼
的
身
体
へ
と
変
容
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
人
間
存
在
そ
れ
自
体
が
、
群
即
ち
共
同
生
活
へ
の
志
向
性
に

お
い
て
捉
え
ら
れ
、
人
間
関
係
の
中
で
存
在
の
意
味
が
焦
点
化
さ
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れ
る
有
子
に
お
い
て
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
儒
教
的
カ
ラ
グ
は
、
道
徳
と
い
う
内
面
性
あ
る

い
は
礼
と
い
う
外
面
性
に
よ
り
、
先
天
的
あ
る
い
は
後
天
的
に
、

秩
序
化
さ
れ
、
道
徳
と
礼
と
い
う
価
値
を
身
に
つ
け
、
群
即
ち
人

間
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
の
身
体
へ
と
強
烈
に
意
味
化
さ
れ
秩

序
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
徳
、
礼
と
い
う
儒
教

的
伍
値
の
名
の
下
に
、
共
同
体
社
会
に
よ
っ
て
馴
致
さ
れ
た
身
体

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
世
俗
的
儒
教
的
身
体
と
は
、
秩
序
化
で
き

ず
共
同
体
化
で
き
な
い
カ
ラ
グ
を
否
定
し
排
除
す
る
と
こ
ろ
に
成

立
す
る
身
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
荘
子
に
と
っ
て
は
、
己
の
生
を

忘
れ
生
を
損
な
う
身
体
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
荘
子
は
む
し
ろ
世

俗
、
儒
教
が
無
価
値
だ
と
し
て
排
除
し
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ

を
こ
そ
、
語
り
部
た
ち
の
カ
ラ
グ
と
し
て
用
意
し
た
の
で
あ
る
。

2
　
批
判
す
る
冗
者
の
カ
ラ
グ

荘
子
に
お
い
て
、
自
己
の
生
を
完
全
に
生
き
て
い
る
者
た
ち
、

そ
れ
は
、
刑
に
よ
っ
て
足
を
失
っ
た
者
と
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
グ

ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

徳
充
符
岩
に
は
、
冗
者
即
ち
足
切
り
の
刑
に
よ
っ
て
足
を
失
っ

た
者
が
複
数
登
場
す
る
。
そ
の
一
人
冗
者
王
飴
は
、
仲
尼
同
様
に

人
々
か
ら
慕
わ
れ
、
多
く
の
人
そ
の
下
に
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
の

王
飴
に
つ
い
て
、
仲
尼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

自
其
異
音
視
之
、
肝
憺
楚
越
也
。
自
其
同
者
視
之
、
萬
物
皆

一
也
。
夫
若
然
者
、
且
不
知
耳
目
之
所
宜
、
而
遊
心
乎
徳
之

和
。
物
視
某
所
一
、
而
不
見
其
所
喪
。
視
喪
其
足
、
猶
遺
土

也

王
飴
は
、
耳
目
と
い
う
感
覚
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
も
な
く
、
た

だ
心
を
徳
の
調
和
し
た
と
こ
ろ
に
遊
ば
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
万
物

斉
同
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
失
っ
た
も
の
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
つ
ま
り
失
っ
た
足
な
ど
は
土
く
れ
程
の
物
で
し
か
な
い
。

天
に
お
け
る
万
物
斉
同
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
差
異
化
す
る
視
線

に
よ
っ
て
世
界
を
認
識
す
る
人
間
の
分
別
知
は
、
こ
れ
こ
そ
が
王

飴
の
切
ら
れ
た
足
同
様
に
、
何
の
価
値
も
な
い
も
の
で
あ
る
と
明

確
に
解
体
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
冗
者
申
徒
嘉
も
ま
た
同
様
に
、
子
産
と
い
う
世
俗
を
代
表

す
る
者
の
差
別
意
識
を
解
体
す
る
の
で
あ
っ
た
。
伯
昏
無
人
と
い

う
同
じ
先
生
に
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
申
徒
嘉
と
並
ん
で
歩
く
こ

と
を
嫌
う
子
産
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
我
先
出
則
子
止
。
子

先
出
則
我
止
。
今
我
精
出
、
子
可
以
止
平
、
其
未
邪
」
　
そ
し
て
更

に
、
強
烈
な
差
別
意
識
か
ら
「
子
見
執
政
而
不
達
、
子
奔
執
政
乎
」

と
、
執
政
で
あ
る
私
と
同
じ
だ
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
と
、
言

う
。
こ
こ
で
は
、
世
俗
社
会
に
お
い
て
地
位
と
名
誉
を
得
て
い
る

子
産
が
、
如
何
に
世
俗
的
価
値
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
形
態
的
相
違
に
よ
っ
て
、
如
何
に
容
易
に
差
別
意
識
が
生
じ

る
か
を
暴
き
出
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
が
、
如
何
に
無
意
味
で
あ
る
か
、
申
徒
嘉
は
次

の
よ
う
に
言
う
。
「
白
状
其
過
、
以
不
昔
亡
者
衆
、
不
状
其
過
、

以
不
営
存
者
寡
。
知
不
可
奈
何
、
而
安
之
君
命
、
唯
有
徳
者
能
之
」

91



荘子の遊ぶ身体(橋本)

と
っ
　
自
ら
の
過
誤
を
弁
解
せ
ず
、
そ
れ
を
そ
れ
と
し
て
、
人
間
の

力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
を
安
ん

じ
て
受
け
入
れ
る
の
が
有
徳
者
で
あ
る
と
す
る
申
徒
嘉
は
、
「
今
、

子
輿
我
遊
於
形
骸
之
外
、
而
子
索
我
於
形
骸
之
内
、
不
亦
過
乎
」

と
、
今
あ
な
た
と
私
は
形
骸
を
超
え
た
所
に
遊
ん
で
い
る
の
に
、

あ
な
た
は
私
を
そ
の
外
見
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
は
、
な
ん
と
間

違
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
子
産
を
や
り
こ
め
る
。
こ
の
言
説

は
、
申
徒
嘉
の
知
が
、
反
省
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
社
会
的
価
値
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
同

時
に
、
子
産
の
形
骸
即
ち
形
象
に
拘
束
さ
れ
た
思
考
は
、
全
く
の

無
意
味
無
価
値
な
も
の
へ
と
解
体
さ
れ
、
意
味
と
価
値
の
零
度
に

還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

冗
者
と
は
、
社
会
的
秩
序
の
違
犯
者
と
し
て
、
足
を
失
い
、
負

の
価
値
の
象
徴
と
し
て
そ
の
カ
ラ
グ
を
得
た
社
会
的
排
除
の
対
象

者
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
差
別
の
世
界
を
前
提
に
構
築
さ
れ
た
社

会
に
生
き
る
人
間
の
知
と
欲
望
が
、
社
会
的
違
犯
者
た
ち
を
排
除

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
共
同
体
を
安
定
し
た
強
固
な
も
の
に
仮

構
す
る
た
め
の
、
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

王
飴
に
言
わ
せ
る
通
り
、
荘
子
は
、
こ
の
社
会
的
刑
罰
に
よ
っ

て
失
っ
た
足
な
ど
に
は
土
く
れ
同
様
何
の
価
値
も
見
出
し
て
は
い

な
い
。
ま
た
、
社
会
の
秩
序
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
荘
子
に
は
、
形
象
的
相
異
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
負
の
価
値
を

付
与
し
て
排
除
す
る
こ
と
の
無
効
性
と
、
足
を
失
う
こ
と
な
く
生

き
る
人
々
の
カ
ラ
ダ
そ
の
も
の
の
無
価
値
性
を
も
暴
き
出
し
、
ま

た
、
人
間
の
礼
と
い
う
分
節
し
差
異
化
秩
序
化
す
る
分
別
知
と
欲

望
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
の
無
意
味
性
と
無
効
性
を
暴
き
出
し
て

明
確
に
解
体
し
、
零
度
に
還
元
す
る
場
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ

こ
そ
が
、
足
を
失
い
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
で
、
社
会
の
抑

圧
に
気
づ
き
、
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
つ
つ
生
き
て
い
る
冗
者
を
こ

そ
召
遷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

3
　
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ

次
に
荘
子
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
を
持

っ
た
人
々
を
召
還
す
る
。
人
間
世
篇
に
は
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ

る
。
支
離
疏
者
、
臨
隠
於
賓
、
肩
高
於
頂
、
合
拉
指
天
、
五
管
在

上
、
繭
脾
鳥
脅
。
挫
鍼
拾
解
、
足
以
閉
口
、
鼓
笑
播
括
、
足

以
食
十
人
。
上
徴
武
士
、
則
支
離
接
皆
於
其
間
、
上
有
大
役
、

則
支
離
以
有
常
疾
不
受
功
。
上
輿
病
者
粟
、
則
受
三
鐘
輿
十

束
薪
。
夫
支
離
其
形
者
、
猶
足
以
養
其
身
、
終
其
天
年
。
又

況
支
離
其
徳
者
乎
(
人
間
世
)

支
離
琉
の
形
象
は
、
顎
は
臍
に
隠
れ
、
肩
は
頭
よ
り
高
く
、
髪
の

も
と
ど
り
は
天
を
指
し
、
五
蔵
は
頭
の
上
に
あ
り
、
両
股
は
脇
腹

に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
支
匿
琉
は
、
裁
縫
仕
事
で
口
を
す
す
ぎ
、

箕
を
ゆ
す
っ
て
米
を
ふ
る
い
分
け
、
十
人
を
養
う
に
十
分
で
あ
る
。

お
上
で
兵
士
を
徴
兵
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
カ
ラ

グ
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
免
れ
大
手
を
振
っ
て
そ
の
間
を
歩
き
、

お
上
に
大
規
模
の
土
木
事
業
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
カ
ラ
グ
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の
.
た
め
に
か
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
お
上
が
、
病

気
の
者
た
ち
に
穀
物
の
施
し
が
あ
る
と
き
は
、
三
鐘
の
穀
物
と
十

束
の
薪
が
も
ら
え
る
。
カ
ラ
ダ
が
支
匿
で
あ
る
者
で
さ
え
、
そ
の

身
を
養
う
こ
と
が
で
き
、
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

し
て
や
そ
の
徳
が
支
離
で
あ
る
者
は
な
お
さ
ら
だ
。

こ
の
荘
子
の
言
説
を
巡
っ
て
福
永
光
司
氏
は
、
次
の
よ
う
に
言

.
ノ
。

絶
対
者
は
そ
の
徳
を
支
離
に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
我
々

は
儒
家
的
礼
教
主
義
の
偽
善
と
形
式
性
に
対
す
る
荘
子
の
痛

烈
な
反
撃
と
辛
辣
な
風
刺
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
と
も

に
、
そ
こ
に
は
確
か
に
荘
子
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
へ
の
嗜

(
6
)

好
、
尋
常
で
な
い
も
の
へ
の
憧
憬
が
見
ら
れ
る
。

確
か
に
儒
教
に
対
す
る
反
撃
と
風
刺
で
は
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ

け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
嗜
好
と
憧
憬
と
い
う
だ
け

で
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。荘
子
は
、
名
を
支
離
疏
と
し
、
カ
ラ
グ
を
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
存
在
と
は
、
言
語
的
に
も
カ
ラ
グ

的
に
も
、
整
然
と
分
節
し
秩
序
化
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
言
語
に
よ
っ
て
明
確
に
秩
序
化
さ
れ

た
儒
家
的
徳
を
、
支
離
滅
裂
に
解
体
し
、
全
く
無
価
値
化
し
て
価

値
の
零
度
に
立
ち
返
ら
せ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
徴

兵
か
ら
も
事
業
へ
の
か
り
出
し
か
ら
も
免
れ
て
い
る
支
離
疏
の
グ

ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
は
、
政
治
的
に
無
価
値
で
あ
る
が
故
に
、
政

治
的
拘
束
を
免
れ
た
自
由
な
身
体
で
あ
っ
た
。
支
離
疏
の
グ
ロ
テ

ス
ク
な
カ
ラ
ダ
と
は
、
一
切
の
分
節
と
秩
序
化
を
免
れ
た
混
沌
そ

の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

荘
子
は
、
二
人
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
持
ち
主
を
召
還
す

る
。

國
技
支
離
無
腹
、
説
裔
衝
完
公
。
完
公
説
之
、
而
視
全
人
、

其
歴
肩
肩
。
寮
費
大
療
説
斉
桓
公
、
桓
公
説
之
、
而
視
全
人
、

其
腹
肩
肩
。
故
徳
有
所
長
、
而
形
有
所
忘
。
人
不
忘
其
所
忘
、

而
忘
其
所
不
忘
、
此
謂
誠
忘
(
徳
充
符
)

閲
技
支
離
無
巌
、
登
竜
大
慶
は
共
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
男

で
あ
る
が
、
そ
の
徳
の
素
晴
ら
し
さ
の
故
に
、
普
通
の
人
の
首
が

か
え
っ
て
痩
せ
て
醜
く
く
見
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
徳
に
優
れ
て

い
れ
ば
、
外
見
な
ど
は
何
も
気
に
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
人

が
、
忘
れ
て
い
い
こ
と
を
忘
れ
ず
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

忘
れ
る
、
こ
れ
が
本
当
の
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
、
と
。

世
俗
的
な
美
的
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
は

美
的
価
値
を
持
ち
得
な
い
。
し
か
し
、
徳
に
視
点
を
置
く
こ
と
で
、

グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
が
美
し
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
面

的
形
象
そ
れ
自
体
に
は
何
の
価
値
も
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
寓
話
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
で
は
な
い
カ
ラ
グ
を
美
と
す
る
世
俗

の
美
的
欲
望
と
価
値
観
を
否
定
し
解
体
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
は
、
世
俗
的

美
観
と
そ
れ
を
追
求
す
る
欲
望
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
を
解

体
し
零
度
に
還
元
す
る
場
に
他
な
ら
な
い
。
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で
は
次
に
「
大
宗
師
篇
」
に
記
さ
れ
た
寓
話
を
読
ん
で
み
よ
う
。

子
祀
・
子
輿
・
子
型
・
子
来
、
四
人
相
輿
語
日
、
執
能
以
天

爵
首
、
以
生
魚
菅
、
以
死
島
尻
。
執
知
死
生
存
亡
之
一
線
者
。

事
典
之
友
美
。
四
人
相
視
而
笑
、
莫
逆
於
心
、
遂
相
輿
烏
友
。

俄
而
子
輿
有
病
。
子
祀
往
間
之
、
日
、
偉
故
、
夫
造
物
者
。

将
以
予
烏
此
拘
拘
也
。
曲
健
後
背
、
上
有
五
管
、
蹟
隠
於
齋
、

肩
高
於
頂
、
句
贅
指
天
。
陰
陽
之
気
有
珍
、
共
心
間
而
元
事
。

桝
群
而
鑑
干
井
目
、
夫
造
物
者
、
又
滑
以
予
盛
此
拘
拘
也
。

子
祀
日
、
女
悪
之
平
。
日
、
亡
、
予
何
憲
。
浸
候
而
化
予
之

左
官
以
鳥
難
、
予
因
以
求
暗
夜
。
浸
償
而
化
予
之
右
管
以
鳥

現
、
予
因
以
求
韻
炎
。
浸
候
而
化
予
之
尻
以
鳥
輪
、
以
神
島

馬
、
予
因
而
乗
之
。
豊
更
駕
哉
。
且
夫
得
者
時
也
、
失
者
順

也
。
安
時
両
虎
順
、
哀
楽
不
能
入
也
。
此
古
之
所
謂
好
解
也
。

而
不
能
自
解
者
、
物
有
結
之
。
且
夫
物
不
勝
天
久
夫
。
吾
又

何
慈
焉

死
生
存
亡
が
一
体
で
あ
る
と
考
え
る
子
祀
・
子
輿
・
子
型
・
子
束

の
四
者
は
、
莫
逆
の
友
と
な
る
。
突
然
子
奥
が
病
気
に
な
り
子
祀

が
見
舞
い
に
行
く
と
、
子
輿
の
カ
ラ
グ
は
、
先
の
支
離
琉
と
同
じ

カ
ラ
グ
に
変
形
し
て
い
た
。
し
か
し
、
子
輿
は
そ
の
変
化
を
造
物

者
の
意
志
で
あ
る
と
考
え
て
、
私
の
左
腕
を
鶏
に
変
え
る
な
ら
、

高
ら
か
に
時
を
告
げ
よ
う
。
私
の
右
腕
を
弾
に
変
え
る
な
ら
、
鳥

を
射
殺
し
て
乗
っ
て
食
べ
て
や
ろ
う
。
私
の
尻
を
車
に
変
え
、
神

即
ち
心
を
馬
に
変
え
る
な
ら
、
そ
の
馬
車
に
乗
っ
て
や
ろ
う
。
生

を
得
て
生
ま
れ
る
の
は
時
の
巡
り
合
わ
せ
で
あ
る
し
、
生
を
喪
い

死
ん
で
い
く
の
は
そ
の
順
番
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
時
に
安
ん
じ

順
に
従
う
な
ら
、
哀
楽
と
い
っ
た
人
間
的
感
情
な
ど
の
入
り
込
む

余
地
は
な
い
。
こ
れ
が
古
に
い
う
県
解
即
ち
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ

た
自
由
な
の
だ
。
し
か
し
、
自
ら
死
生
存
亡
哀
楽
に
囚
わ
れ
解
放

で
き
な
い
の
は
、
物
は
外
的
存
在
だ
と
す
る
考
え
に
囚
わ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
物
が
天
の
意
志
に
勝
て
な
い

の
は
永
遠
の
真
理
だ
。
私
が
ど
う
し
て
病
気
で
こ
の
よ
う
に
カ
ラ

グ
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
厭
が
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
、
と
。

子
輿
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
持
ち
主

で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
カ
ラ
ダ
は
、
造
物
者
の
思
い
の
ま
ま

に
、
変
形
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
醜
く
変

形
さ
れ
よ
う
と
も
、
子
輿
は
た
だ
そ
れ
を
受
け
入
れ
そ
の
カ
ラ
ダ

を
楽
し
む
の
で
あ
る
。

こ
の
寓
話
か
ら
、
カ
ラ
グ
と
は
、
卑
俗
な
人
間
的
知
と
欲
望
に

よ
っ
て
分
節
し
秩
序
化
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
存
在
で
は
な
い

こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
変
化
し
て
い
く
グ
ロ
テ
ス
ク

な
カ
ラ
ダ
は
、
世
俗
的
価
値
と
秩
序
か
ら
言
え
ば
、
無
価
値
で
あ

る
ば
か
り
か
過
剰
そ
の
も
の
で
あ
り
、
一
切
の
社
会
性
、
秩
序
性

が
意
味
と
価
値
を
失
っ
た
零
度
、
つ
ま
り
、
社
会
的
共
同
体
的
存

在
と
し
て
の
人
間
の
零
度
で
あ
る
。

ま
た
、
人
間
の
カ
ラ
ダ
が
、
人
間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
人
間
を
超
え
た
造
物
者
の
意
思
の
表
れ
そ
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
即
ち
、
変
化
す
る
子
輿
の
カ
ラ

グ
が
、
造
物
者
の
カ
ラ
グ
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
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い
る
。荘
子
が
こ
こ
に
召
退
し
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
ダ
と
は
、
人
間

の
専
有
物
で
は
な
く
、
天
に
道
に
一
気
に
遊
ぶ
造
物
者
の
身
体
で

あ
り
、
そ
の
身
体
を
獲
得
す
る
回
路
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

荘
子
に
お
い
て
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
ば
か
り
で
は
な
く
、
人

間
が
与
え
ら
れ
た
カ
ラ
グ
そ
の
も
の
が
遊
ぶ
身
体
へ
の
回
路
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

四
　
終
わ
り
に

以
上
、
孔
子
、
孟
子
、
有
子
の
考
え
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
荘

子
が
軽
や
か
な
遊
ぶ
身
体
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
そ
の
重
荷
に
過

ぎ
な
い
世
俗
的
儒
教
的
価
値
で
あ
る
、
欲
、
知
、
心
、
情
、
聖
人

等
の
内
的
外
的
拘
束
を
解
体
し
、
そ
れ
ら
を
零
度
の
地
平
に
還
元

し
た
こ
と
を
読
み
解
い
た
。
つ
ま
り
遊
ぶ
身
体
と
は
、
人
間
が
人

為
的
に
創
出
し
た
様
々
な
世
俗
的
規
制
秩
序
価
値
の
拘
束
と
い
う

負
荷
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
天
の
無
重
力
に
自
己
を
ゆ
だ
ね
て
生
き

る
身
体
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
荘
子
が
召
還
し
た
冗

者
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
者
た
ち
は
、
そ
の
醜
悪
な
カ
ラ
グ
の
故
に
道

を
説
き
得
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
ま
た
、
荘
子
が
グ
ロ
テ
ス
ク

な
カ
ラ
グ
の
者
た
ち
を
召
還
し
た
意
図
と
は
、
た
だ
単
に
外
形
的

な
も
の
か
ら
内
面
的
な
価
値
へ
と
視
線
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
な
ど

で
は
な
か
っ
た
。
人
間
の
立
場
か
ら
天
の
立
場
に
目
を
向
け
さ
せ
、

自
己
の
運
命
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
生
き
て
行
く
荘
子
的
人
間

の
実
現
に
は
、
ま
ず
人
間
的
価
値
の
一
切
を
解
体
し
零
度
に
還
元

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
世
俗
的
価
値
と
そ
れ
を
求
め

る
世
俗
的
欲
望
と
分
別
知
、
儒
教
的
礼
の
分
節
思
考
、
即
ち
儒
教

的
秩
序
化
と
体
系
化
を
受
け
た
世
界
を
根
源
的
に
否
定
、
解
体
し

そ
れ
ら
一
切
の
人
間
的
社
会
的
価
値
を
零
度
に
還
元
す
る
場
、
即

ち
、
秩
序
化
社
会
化
さ
れ
な
い
分
節
不
能
の
生
き
た
カ
ラ
ダ
が
必

要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
カ
ラ
グ
こ
そ
が
、
後
天
的
に
あ
る
い

は
先
天
的
に
、
社
会
的
儒
教
的
価
値
の
一
切
を
失
い
、
失
う
こ
と

で
人
為
の
抑
圧
に
気
づ
き
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
な
グ
ロ
テ

ス
ク
な
者
た
ち
の
カ
ラ
グ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
者
を
召
還
す
る
こ

と
で
、
荘
子
は
、
更
に
世
俗
的
価
値
観
と
儒
教
的
価
値
観
を
宙
づ

り
に
し
、
秩
序
化
社
会
化
を
拒
否
し
、
価
値
の
一
切
を
無
効
に
し
、

な
お
生
を
全
う
す
る
そ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
と
、
そ
こ
に
こ

そ
天
の
意
志
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
直
視
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
カ
ラ
グ
こ
そ
が
天
の
意
志
の
現
れ
で
あ
る
こ

と
を
感
得
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
欲
、
知
、
心
、
情
を
捨
て
去

っ
た
身
体
こ
そ
が
遊
ぶ
身
体
で
あ
り
、
こ
の
身
体
を
獲
得
す
る
た

め
に
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
カ
ラ
グ
の
最
も
雄
弁
な
語
り
部
を
召
還
し
、

世
俗
的
儒
教
的
価
値
及
び
欲
が
徹
底
的
に
解
体
さ
れ
る
そ
の
カ
ラ

グ
こ
そ
が
、
遊
ぶ
身
体
獲
得
の
回
路
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
、
荘
子
の
、
巧
み
な
仕
掛
け
即
ち
レ

ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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